
にクラリスロマイシンを使用し、投与
後２～３日以内に通常は解熱しますの
で、解熱しない場合は耐性菌を疑うこ
とになります。
　池田　耐性だろうという判断がつい
たときに、次に出す薬ですが、これは
年齢によって何か違いがあるのでしょ
うか。
　吉原　耐性菌に使用できる薬剤とし
て、ニューキノロン系のトスフロキサ
シンとテトラサイクリン系のミノマイ
シンという２種類があります。しかし、

８歳以上ですとどちらの薬剤を選択し
て使用しても問題ないのですが、８歳
未満に、ミノマイシンを投与しますと、
将来歯が黄色になる副作用が出現しま
す。そのため、ガイドラインでは、原
則８歳未満ではテトラサイクリン系の
抗菌薬は禁忌になっています。
　池田　判断がなかなか難しいもので
すから、クラリスロマイシンをまず試
してみて、だめなら第２段階というこ
とですね。どうもありがとうございま
した。

　大西　足の疾患の治療というテーマ
でうかがいます。
　まず、今の日本の状況といいますか、
足の病気が女性などで多いように思う
のですが、そのあたりから教えていた
だけますか。
　須田　今、社会の変化によって、女
性が社会にたくさん出る機会が増えて
いますから、靴の問題や、長く立って
いる、歩いている時間も増えてきたこ
とで、足の病気には女性に多い疾患も
あります。そういったものがクローズ
アップされてきているのかと思います。
　大西　だいぶ問題になってきたので
すね。
　須田　そうですね。
　大西　代表的な疾患について、外反
母趾がかなり有名かと思いますけれど
も、そのメカニズムといいますか、成
因など、教えていただけますか。
　須田　外反母趾は女性に非常に多い
病気で、一説には男性に対して９対１、
10対１とか、９倍、10倍の頻度で発生
しています。これは女性ということで

ホルモン的な問題もあるかもしれませ
ん。あと、関節がやわらかいといった
こともあると思います。
　足には、アーチという土踏まずがあ
りますけれども、立っているだけでそ
のアーチはつぶれようとします。つぶ
れる過程において、親指のつけ根の手
前にある中足骨が内側のほうにせり出
してきて、それによって親指のつけ根
が内側に引っ張られることで、つま先
のほうが逆に外側に向いてしまう。こ
れが外反母趾です。家族内発生も多く
て、70％ぐらいが家族内発生という説
もあります。
　大西　遺伝的な素因もあるわけです
か。単に物理的なヒールの高さだけで
はないと。
　須田　もちろん、遺伝的要素がなく
て、ハイヒールだけでなる方もいます
が、最近はそういう背景があるところ
に環境因子も加わって発症してくる例
が多いだろうと考えられています。
　大西　治療は今、どのようにされて
いますか。

運動器疾患診療の最前線（Ⅴ）

慶應義塾大学整形外科講師
須　田　康　文

（聞き手　大西　真）

足の疾患の治療
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　須田　一口に外反母趾といっても、
形だけの変化で症状のない方から、親
指のつけ根の内側に痛みを訴えたり、
進むと親指で体重をうまく支えられな
くなるために、ほかの指の裏側に痛み
が来たり、歩いていてバランスが取り
づらくて転びやすい、うまく歩けない
といった症状も出ますので、症状に応
じた対応が必要になります。
　外反母趾そのものが靴に当たって痛
いときは靴選びを指導したり、足の裏
が痛いということであれば、靴の中に
中敷き（インソール）を敷いていただ
く。インソールを差し込んでも歩きづ
らいところまでいくようでしたら、手
術で形を矯正するというところかと思
います。
　大西　手術はだいぶ進歩してきてい
るのですか。
　須田　従来は、第１中足骨と呼ばれ
る親指のつけ根手前に入っている骨を
骨切りして矯正する方法が広く行われ
てきましたけれども、最近では低侵襲
で局所麻酔でやる手術も一部で行われ
ています。
　大西　こういう場合、普段、靴はど
んな靴がよいのでしょうか。
　須田　ご本人の足の幅を無理やり細
めたり、何か矯正しようとする靴はや
はり履き心地が悪いので、お勧めしま
せん。ご自身の足幅に合った靴を選ん
でいただきます。靴の中で足が前後に
動いたりしますと、母趾がこすれて痛

みの原因になるので、フィットして靴
の中で足ができるだけ動かない形のも
のがいいです。このため、甲の部分は
ベルトやひもでしっかり寄せていただ
くことが必要だといわれています。
　大西　あまりきつくなってもいけな
いのですね。
　須田　そうですね。つま先のほうは
自由がきいたほうがよいです。ですか
ら、甲の部分で足がしっかり靴にフィ
ットしていて、つま先の自由がきくと
いう形のものがよいです。足先が三角
形にとがっているものであったり、ハ
イヒールは外反母趾の原因にもなりま
すし、また助長するともいわれていま
すので、ちょっと自分は怪しいと思う
方は避けていただいたほうがいいと思
います。
　大西　診察していただいて、専門の
方にいろいろ指導を受けることもでき
るのですか。
　須田　靴に関してはそうですね。
　大西　歩き方などは何か指導されて
いますか。
　須田　なるべく親指を使ってと話を
しています。外反母趾になりたての方
でも、まだまだ親指の機能が十分発揮
できる方は、母指外転筋という、親指
の先を内側にもう一回引っ張り寄せる、
つまり外反母趾を矯正する方向に働か
せる筋肉を一生懸命効かせていただく
と、普段の生活で歩きやすくなります。
　大西　それでは次に重要な疾患とい

うことで、扁平足、成人期扁平足です
か、これが今問題になっているとうか
がったのですが。
　須田　1990年代に入りまして、大人
になってから出てくる扁平足があるこ
とがはっきりしてきました。これは後
脛骨筋と呼ばれる足の縦アーチを内側
から引っ張る筋肉の先の腱、これが骨
に接着していますけれども、足首の内
側のくるぶしの後ろで急に直角に曲が
るような場所があって、そこでこすれ
てその腱が伸びてくるというか、効か
なくなってきて、その結果、足のアー
チがつぶれてくる病気が、ここ最近わ
かってきたのです。
　大西　扁平足になると、痛みなどは
いかがでしょうか。
　須田　扁平足になる前に、まず後脛
骨筋腱が炎症を起こして赤くなったり、
腫れて、最初は痛風ではないかと疑わ
れたりするのですが、背景をうかがっ
てみると、そういう症状が出るちょっ
と前、あるいは数カ月前に歩き過ぎた
とか、普段よりも負担が多いことを経
験しています。
　大西　負荷がかかったということで
すね。
　須田　あるいは、ウォーキングを始
めたのだけれども、半年ぐらいしてか
ら急に痛くなってきたとか、そういう
エピソードがあったりします。
　大西　急に無理な運動をするとです
ね。

　須田　まだその段階であれば、扁平
足になる前の腱の炎症だけなのですけ
れども、その段階を通り越しますと、
腱が効かなくなってきて、内側のアー
チ構造、土踏まずを持ち上げることが
できなくなってくると、だんだん足が
つぶれてくる。
　大西　どのように治療されるのでし
ょうか。
　須田　後脛骨筋腱の炎症でとらえる
ことができれば、中敷きをこしらえて
敷いていただく。
　あるいは、先ほどもお話しした誘発
となるような運動があれば、それを避
けていただく。成人期扁平足はわりと
中高年の女性に多い疾患と最近いわれ
ています。
　大西　それは何かまた原因があるの
でしょうか。
　須田　これももしかするとホルモン
的な要素があるのかもしれません。あ
と、急激な体重増加、そういったこと
も影響するといわれています。
　大西　それでは次に足の裏の病気で
すが、足底腱膜炎という病気があるよ
うですが、どのようなものなのでしょ
うか。
　須田　これがまた非常に多くて、特
徴的な症状は朝の一歩目に地面にかか
とをついた瞬間にビリッと来るという
病気です。
　足の裏には足底腱膜と呼ばれる腱膜
があって、足の裏の筋肉の表面を覆っ
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　須田　一口に外反母趾といっても、
形だけの変化で症状のない方から、親
指のつけ根の内側に痛みを訴えたり、
進むと親指で体重をうまく支えられな
くなるために、ほかの指の裏側に痛み
が来たり、歩いていてバランスが取り
づらくて転びやすい、うまく歩けない
といった症状も出ますので、症状に応
じた対応が必要になります。
　外反母趾そのものが靴に当たって痛
いときは靴選びを指導したり、足の裏
が痛いということであれば、靴の中に
中敷き（インソール）を敷いていただ
く。インソールを差し込んでも歩きづ
らいところまでいくようでしたら、手
術で形を矯正するというところかと思
います。
　大西　手術はだいぶ進歩してきてい
るのですか。
　須田　従来は、第１中足骨と呼ばれ
る親指のつけ根手前に入っている骨を
骨切りして矯正する方法が広く行われ
てきましたけれども、最近では低侵襲
で局所麻酔でやる手術も一部で行われ
ています。
　大西　こういう場合、普段、靴はど
んな靴がよいのでしょうか。
　須田　ご本人の足の幅を無理やり細
めたり、何か矯正しようとする靴はや
はり履き心地が悪いので、お勧めしま
せん。ご自身の足幅に合った靴を選ん
でいただきます。靴の中で足が前後に
動いたりしますと、母趾がこすれて痛

みの原因になるので、フィットして靴
の中で足ができるだけ動かない形のも
のがいいです。このため、甲の部分は
ベルトやひもでしっかり寄せていただ
くことが必要だといわれています。
　大西　あまりきつくなってもいけな
いのですね。
　須田　そうですね。つま先のほうは
自由がきいたほうがよいです。ですか
ら、甲の部分で足がしっかり靴にフィ
ットしていて、つま先の自由がきくと
いう形のものがよいです。足先が三角
形にとがっているものであったり、ハ
イヒールは外反母趾の原因にもなりま
すし、また助長するともいわれていま
すので、ちょっと自分は怪しいと思う
方は避けていただいたほうがいいと思
います。
　大西　診察していただいて、専門の
方にいろいろ指導を受けることもでき
るのですか。
　須田　靴に関してはそうですね。
　大西　歩き方などは何か指導されて
いますか。
　須田　なるべく親指を使ってと話を
しています。外反母趾になりたての方
でも、まだまだ親指の機能が十分発揮
できる方は、母指外転筋という、親指
の先を内側にもう一回引っ張り寄せる、
つまり外反母趾を矯正する方向に働か
せる筋肉を一生懸命効かせていただく
と、普段の生活で歩きやすくなります。
　大西　それでは次に重要な疾患とい

うことで、扁平足、成人期扁平足です
か、これが今問題になっているとうか
がったのですが。
　須田　1990年代に入りまして、大人
になってから出てくる扁平足があるこ
とがはっきりしてきました。これは後
脛骨筋と呼ばれる足の縦アーチを内側
から引っ張る筋肉の先の腱、これが骨
に接着していますけれども、足首の内
側のくるぶしの後ろで急に直角に曲が
るような場所があって、そこでこすれ
てその腱が伸びてくるというか、効か
なくなってきて、その結果、足のアー
チがつぶれてくる病気が、ここ最近わ
かってきたのです。
　大西　扁平足になると、痛みなどは
いかがでしょうか。
　須田　扁平足になる前に、まず後脛
骨筋腱が炎症を起こして赤くなったり、
腫れて、最初は痛風ではないかと疑わ
れたりするのですが、背景をうかがっ
てみると、そういう症状が出るちょっ
と前、あるいは数カ月前に歩き過ぎた
とか、普段よりも負担が多いことを経
験しています。
　大西　負荷がかかったということで
すね。
　須田　あるいは、ウォーキングを始
めたのだけれども、半年ぐらいしてか
ら急に痛くなってきたとか、そういう
エピソードがあったりします。
　大西　急に無理な運動をするとです
ね。

　須田　まだその段階であれば、扁平
足になる前の腱の炎症だけなのですけ
れども、その段階を通り越しますと、
腱が効かなくなってきて、内側のアー
チ構造、土踏まずを持ち上げることが
できなくなってくると、だんだん足が
つぶれてくる。
　大西　どのように治療されるのでし
ょうか。
　須田　後脛骨筋腱の炎症でとらえる
ことができれば、中敷きをこしらえて
敷いていただく。
　あるいは、先ほどもお話しした誘発
となるような運動があれば、それを避
けていただく。成人期扁平足はわりと
中高年の女性に多い疾患と最近いわれ
ています。
　大西　それは何かまた原因があるの
でしょうか。
　須田　これももしかするとホルモン
的な要素があるのかもしれません。あ
と、急激な体重増加、そういったこと
も影響するといわれています。
　大西　それでは次に足の裏の病気で
すが、足底腱膜炎という病気があるよ
うですが、どのようなものなのでしょ
うか。
　須田　これがまた非常に多くて、特
徴的な症状は朝の一歩目に地面にかか
とをついた瞬間にビリッと来るという
病気です。
　足の裏には足底腱膜と呼ばれる腱膜
があって、足の裏の筋肉の表面を覆っ
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ています。足底腱膜は、かかとの底の
部分からつま先に行く腱にくっついて
いるのですけれども、体重をかけたと
きに、土踏まずがつぶれようとします
ので、そのつぶれを抑えているベルト
の役目をしています。
　ですので、歩くことによってあるい
は立っているだけで、そのベルトには
いつも負担がかかり続けているのです。
一種の使い過ぎの消耗状態が起きると
かかとの骨にくっついているところが
炎症を起こし、夜間、その部分が固く
なり、こわばっているところが朝起き
たときにひっぱられて痛いという症状
が出てくるのです。
　大西　これもやはり無理な負荷がか
かっているからでしょうか。
　須田　やはり背景として、履き慣れ
ない靴を長く履いた、ちょっと運動で
ウォーキングを始めた、急に、あるい
は慢性的によく走るといったときに、
ある日までは大丈夫だったのに、ある
ときから突然痛みが出てきたというこ
とがあります。負荷が何かはっきりし
ていれば、その負荷を除いてあげるの
がまず第一の治療になるかと思います。
　大西　あと、足の裏が痺れたり痛む、
モートン病という病気がありますね。
　須田　これも最近注目されていまし
て、女性の方に多いのですが、ヒール
を履く機会が多くなりますと、かかと
よりも前足の部分に体重がかかる機会
が多い。そうすると、足の骨と骨の間

に通っている足底の神経の特定の部分
が、足を踏みかえしたり、ヒールで立
ったり、地面を蹴るときに、地面と骨
と骨の間に張っている膜との間に挟ま
れて、神経が痺れる、あるいは痛みを
きたす病気です。足の真ん中よりもや
や外側に発症することが多くて、多く
は足の３番目の指と４番目の指の間の
部分に痺れと痛みが来ることが多いで
す。
　大西　これは対症療法をやっていく
のでしょうか。
　須田　そうですね。靴の履き方と、
ヒールをやめる、ちょっとかかとに重
心を置くような歩き方をするとか。た
だ、もう長年のことで、慣れた歩き方
をかえるのはなかなか難しいですし、
足の形なども原因しているような場合
には、根本的に治すのはなかなか難し
いです。そういった場合は中敷きを使
ったり、あるいは靴の底にロッカーバ
ーと呼ばれるゆりかご状の形のものを
貼り付けて負荷を取ってあげるといっ
たこともしています。
　大西　話をうかがうと、ヒールはい
まひとつよくないような感じがします
ね。
　須田　ただ、ファッション性もあり
ますので、症状がない方はよいですが、
怪しいと思えばちょっとお休みしてい
ただくのがいいのかと思います。
　大西　気になる症状が出たときは少
しヒールの低い靴を履いて、中敷きを

敷いたり、なるべく負荷を避けるなど、
普段の生活もいろいろ気をつけなけれ
ばいけないのですね。急に運動をした
り、激しい負荷はかけないほうがいい

のですね。
　須田　そのほうがいいと思います。
　大西　どうもありがとうございまし
た。
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ています。足底腱膜は、かかとの底の
部分からつま先に行く腱にくっついて
いるのですけれども、体重をかけたと
きに、土踏まずがつぶれようとします
ので、そのつぶれを抑えているベルト
の役目をしています。
　ですので、歩くことによってあるい
は立っているだけで、そのベルトには
いつも負担がかかり続けているのです。
一種の使い過ぎの消耗状態が起きると
かかとの骨にくっついているところが
炎症を起こし、夜間、その部分が固く
なり、こわばっているところが朝起き
たときにひっぱられて痛いという症状
が出てくるのです。
　大西　これもやはり無理な負荷がか
かっているからでしょうか。
　須田　やはり背景として、履き慣れ
ない靴を長く履いた、ちょっと運動で
ウォーキングを始めた、急に、あるい
は慢性的によく走るといったときに、
ある日までは大丈夫だったのに、ある
ときから突然痛みが出てきたというこ
とがあります。負荷が何かはっきりし
ていれば、その負荷を除いてあげるの
がまず第一の治療になるかと思います。
　大西　あと、足の裏が痺れたり痛む、
モートン病という病気がありますね。
　須田　これも最近注目されていまし
て、女性の方に多いのですが、ヒール
を履く機会が多くなりますと、かかと
よりも前足の部分に体重がかかる機会
が多い。そうすると、足の骨と骨の間

に通っている足底の神経の特定の部分
が、足を踏みかえしたり、ヒールで立
ったり、地面を蹴るときに、地面と骨
と骨の間に張っている膜との間に挟ま
れて、神経が痺れる、あるいは痛みを
きたす病気です。足の真ん中よりもや
や外側に発症することが多くて、多く
は足の３番目の指と４番目の指の間の
部分に痺れと痛みが来ることが多いで
す。
　大西　これは対症療法をやっていく
のでしょうか。
　須田　そうですね。靴の履き方と、
ヒールをやめる、ちょっとかかとに重
心を置くような歩き方をするとか。た
だ、もう長年のことで、慣れた歩き方
をかえるのはなかなか難しいですし、
足の形なども原因しているような場合
には、根本的に治すのはなかなか難し
いです。そういった場合は中敷きを使
ったり、あるいは靴の底にロッカーバ
ーと呼ばれるゆりかご状の形のものを
貼り付けて負荷を取ってあげるといっ
たこともしています。
　大西　話をうかがうと、ヒールはい
まひとつよくないような感じがします
ね。
　須田　ただ、ファッション性もあり
ますので、症状がない方はよいですが、
怪しいと思えばちょっとお休みしてい
ただくのがいいのかと思います。
　大西　気になる症状が出たときは少
しヒールの低い靴を履いて、中敷きを

敷いたり、なるべく負荷を避けるなど、
普段の生活もいろいろ気をつけなけれ
ばいけないのですね。急に運動をした
り、激しい負荷はかけないほうがいい

のですね。
　須田　そのほうがいいと思います。
　大西　どうもありがとうございまし
た。
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